
赤澤 前田さんから順次自己紹介してい

ただきますが、その中に、なぜこの大学に

入られたのか、感じられたことなどを織り

込んでお話していただければと思います。

前田 僕は職業的には企画、プランニン

グをずっとやっていまして、たまたまNPO

の放送局でラジオカフェがありまして、そ

こに携わっていたこともあり、ここにいる

わけです。ラジオカフェで大学院のことを

数年前に知って今年、大学院に来ることに

なりました。あまり優秀な学生ではないの

ですが、ここに期待したのは他業種、僕が

多分知らない職業、公務員と括ってしまっ

たり、NPOの職員だけではなく、いろんな

分野の方がいると思っていましたので、他

業種の方の考え方が自分の仕事に生かせる

かなと思って来ました。この大学を選んだ

理由は、ラジオカフェの関係で、ここの説

明に来た時に、僕の故郷は18歳までいた滋

賀県の彦根なんですが、滋賀県の関係者が

多かったこともあります。今、滋賀県がど

うなっているか気にかかっていましたし、

いずれ滋賀県に対して何か提案できるよう

な情報源が入ればいいなと思う面もありま

した。

赤澤 どんなことを通して、そのような

ことを得られたのか聞かせてください。

前田 「違い」というか、いろいろな議

論を授業でされますが、考え方が違うとい

うか、こだわる点が違う方が多くて、自分

の目が行き届かなかったのか、その人が細

かいことにこだわりすぎているのか、いろ

いろそういう差が勉強になりました。あと

は情報の集め方とか、行政の方の情報源と

か、こういうふうに集めてきて論を立てて

いるのだなというのが、仕事上、参考にな

りました。

赤澤 こだわる点というのはどういうと
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ころですか？

前田 一概には言えないですが、講演で

も「飛べ」という話がありましたが、企画

でも、僕たちもプランナーの仕事についた

時、飛躍というのをどうやってするかとい

うことは、よくトレーニングさせられたん

です。たとえば今日のこの会議の打ち合わ

せでも、小さなことにすごく丁寧にやって

いたのですが、そこは自分が今、社会人を

何年かやってきて忘れていることだなと思

いました。行政の方は、すごく気がつくん

だなとびっくりしました。逆に本質に至る

時間が足りないんじゃないかな。もっと最

初に本質から話した方が問題解決は早いの

かなというところもありました。

赤澤 今回のテーマの「地域公共人材」

について、前田さん自身は、どうとらえて

おられますか？

前田 今も考え続けているんですが、滋

賀県が気にかかっていたというのは、若干、

それに当てはまるのかなというくらいで、

明確に「地域公共人材」と定義できるほど

研究できていないですね。ただ昔から滋賀

県にいると「京滋」という言い方で、京都

と滋賀を一緒にして考えるんですが、いず

れそういう時代が来るかなというのがあっ

て、道州制とか大げさに言っていますが、

行政の方もそういう問題に直面していたり、

合併などもあるかと思いますが、地域をも

う少し大きな視野で、とらえられるような

人を言うのかなと思っています。

赤澤 続いてこの大学院コースOBの一居

さんからお願いします。

一居 長浜市の一居と申します。５年前、

このコースが設立された１期生です。長浜

市役所に勤務をしておりまして、この２月

からは合併推進室で市町村合併にかかわっ

ております。５年前、通学しておりました

当時は合併も本格的に進んでいませんでし

たし、地方分権一括法が施行され、権限移

譲であったり、国、県、市の役割や、公共

の考え方など、いろいろ大きく変わりつつ

あるという状況だったと思います。僕自身

も市役所に入って13年目で、それまでこれ

といった勉強もしていませんでしたので、

「これは勉強しないといけない」と危機感を

持って、このコースに参加させていただき

ました。

当時は、農政課にいて、滋賀県の琵琶湖

の湖北地域でも一定の田んぼの面積、山林

の面積を持っているわけですが、第１次産

業が疲弊しているという状況の中で、湖北

が合併によって一つになろうという話があ

りまして、それをうまく組み合わせて考え

られないかという問題意識を持ってこの大

学にきました。指導教諭の平野先生が「一

居君、お米ってお酒になるだろう。アルコ

ールはエネルギーになるのと違うか？」と

いうことをたまたまヒントとしていただき

まして、昨今、「バイオマス」という言葉が

新聞紙上に出ていますが、その「バイオマ

ス」をキーワードに湖北地方で活用が図れ

ないか、一体的な取り組みができないかと

いうことを修士論文でまとめさせていただ

きました。農業をキーワードに日頃の仕事

をやっていく延長線上で修士論文も書くこ

とができました。資料についてもいろいろ

と勉強しやすい環境だったと思います。

改めて先生方の指導をいただく中で、そ

れまで現場で考える中で困ったり、問題や

課題に直面してどうしようという状況に適

切にアドバイスをいただきながら勉強でき

たのは非常によかったと思っています。仕

事に従事しながら自分の仕事を理論立てて
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理解できていなかったことがあり、そうい

う部分が先生方のご指導によって理論化し

て自分の頭に入っていくという機会になっ

たなと思います。本質的な課題というもの

が何かということを言い当てていただけて

よかったと思います。

赤澤 一居さんが入学された頃は、第1期

ですね。その時には絵はあるけれども、ま

だ実績はなかったので、いろいろな人が自

分なりのイメージを持ってここへ入ってこ

られたのでしょう。本当にいろんな人が集

まったと思います。一居さん自身は勉強以

外にここに期待していたことはあります

か？

一居 行政の職員とNPOのフィールドを

お持ちの方、学生の方が一緒に机を並べて

勉強できるという部分ではかなり刺激を得

られました。授業を受けている時は行政の

職員だからという、控えめな授業態度にな

っていたかと思いますが、そこで十分吸収

してまた自分の役所に持って帰ってフィー

ドバックさせていただいたということがあ

ったと思います。

赤澤 最後は土山先生にお願いしたいの

ですが、このようなコースをたちあげられ

て、地域社会、そして大学にどのような影

響をおよぼしたのでしょうか。「共生き」と

「共変」という言葉をいただいていますが、

その意味とともに話していただけません

か？

土山 龍谷大学の土山でございます。最

初のご質問は、なぜこういう大学院をつく

ったのかということも含まれていますが、

私は2001年に着任した時は、すでにコース

ができることが決まっておりましたので、

実はそこは知りません。しかし実際にいろ

いろやっていく中でわかってきたこととか、

体験的に「なるほど、こういうことなんだ」

ということが、いくつかありますので、キ

ーワードを並べてみました。

「共生き」と「共に変わっていくこと」。

共生と共変ともいえるんですが、一緒に変

わって行くということだと思っていただけ

れば結構です。共生きは龍谷大学のキーワ

ードでもありますが、個人的にもなかなか

いいキーワードだと思っています。社会の

構造がどんどん変化してきた。どういうふ

うに社会が変わってきたのかという話を聞

きたい方は私の授業を受けていただくか、

この間、出した高いほうの本を買っていた

だくか、図書館にリクエストしていただい

たら結構ですが、それを見ていただければ

と思います。

龍さんのお話にもありましたように、公

共の部分と「私」の部分がシームレスにな

ってきています。たとえば趣味で読書サー

クルをやっていたところ、そのグループに

目が見えにくくなっている人がいるから、

その人のために朗読して録音してテープに

とってあげて、ついでにひろく活用しても

らおうと図書館におく、といった活動を始

めると、趣味のサークルが突然、公共的な

活動をする団体になるわけです。そんなふ

うに公と私の間はすごくシームレスになっ

てきていると思います。社会の中に出てく

るさまざまな課題に柔軟に対応していくこ

と。片方では「持続可能性」を確保する、

他方で人の生きる喜びをきちんと確保する

とか、そういうところに向かう社会や人の

つながりの構造をつくっていけるように私

たちは変わっていかないといけない。共生

きのために私たちも共に変わっていかない

といけないという「共変」になるのだろう

と思います。
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そのためにはいろんなアプローチがある

と思いますが、ようやく考えがまとまって

きたのが、おそらく「地域公共人材の育成」

というキーワードだと思います。この言葉

について知らないという人がいましたが、

それはあたりまえで、じつは我々が勝手に

つくった言葉であります。一居さんは聞い

たことがないですよね。そのあと４年前ま

では「地域人材」と言っていたはずなんで

すが、私が留学から帰ってきたら「地域公

共人材」になっていました。どこで何が変

わったのか。

地域公共人材は何かというと、簡単に言

ってしまうと「セクターを超えて、パート

ナーシップを結んでいろいろやれる人」と

考えています。セクター間の壁がすごく厚

い。ましてや終身雇用になじんできた日本

では、会社に入ってしまうと、ずっとそこ

で勤めることがあたりまえだった。他の組

織を知らないのは、ある意味、あたりまえ

で、言葉が通じなくなったり、考え方がわ

からなかったりすることもある。しかしそ

れを超えて地域の政策を考えたり、フラン

クに議論したりする能力のある人が求めら

れるのだろうと考えるようになってきた。

それを「地域公共人材」という言葉で表現

することにした。このコースの立ち上げの

以前、勉強会の段階からそういう方向性を

意図してきたと聞いています。この言葉が

どれくらい有名になるかどうかはさておき、

最近、有名になってきたかと思いますが、

そういう人材が必要だということは私たち

は間違っていなかったなと、それなりの方

向性を持ってやってきた、それが評価され

るようになってきたなというのが、この５

年ということが言えると思います。

赤澤 地域公共人材という言葉は他のと

ころで使われたり、何か広がりを見せてい

ますか？

土山 その前に使っていた「地域人材」

という言い方は、私たちが言いだす前にも

後にもいろいろ使われていました。「地域公

共人材」という言い方は、最近、想像しや

すい言葉ではあるので使われるようになっ

てきているのではないかと思いつつ、誰が

つくった言葉だとなると逆に邪魔だったり

するので、こだわらず社会の中に紛れ込ま

せちゃえ、と思っているという感じでいい

でしょうかね。

赤澤 地域公共人材というのは、龍谷大

学のクレジットだからということではなく、

その目指してる概念そのものがどんどん広

がりを見せればいいのかなと思います。

また少し話を戻しますが、前田さんに聞

きわすれましたが、前田さんが大学院で現

在研究されているテーマ等について話して

いただけますか。また、なぜそのようなこ

とを勉強したいとおもわれたのかについて

もお願いします。

前田 あまり自慢して言えることではな

いんですけど、自分が弱いと思った分野の

統計とか、お金のことをやろうと思いまし

た。企画書を書いていますが、結構、その

部分は大げさなことを言うとウソが多かっ

たり、企画書をつくるために集めたりする

資料が多かったりして、それは反省点でも

あって、いつか自分も納得できて、客観的

にも納得できる数字の企画書を書きたいな

と思っていて、そういう手法をこの機会を

利用して学べたらいいなと思っていました

ので、そういう先生を選びました。

赤澤 現在、いくつか助成金を審査して

いますが、自分がしたいことをやっている

んだという企画書も多い。今やっているこ
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とが何の問題解決につながっていくとか、

そこの表現が弱いことが多い。社会を変え

ようと思うと長い目で見ていかないといけ

ない。そういう意味では今、客観的なニー

ズや根拠が求められているのかなと思いま

すが、そういう意味でも、公共という言葉

を通じて考えていきたいと思います。

次に違う観点から質問します。忙しい時

間を割いて大学院に来ようということで、

「期待していたが、ちょっとこれは違ったな」

ということがありましたら。募集要項を読

むと期待させるようなことがたくさん載っ

ていますよね。学生になられた早い順で一

居さんからお願いします。

一居 余裕がなかったな、というのが覚

えていることです。地方自治のこと、地域

社会のことを見つめ直す課題や、意見を先

生方やゼミの仲間から聞くのですが、１年

という時間の中で、もっと知識を詰め込め

る余裕があればよかったな、と卒業してか

ら思っています。仕事を持ちながら、とい

う言い訳もあるかもしれません。同期生に

多文化共生センターの田村太郎さんと湖南

市の古谷さんがおられて、在住外国人の課

題を熱心に議論された授業を覚えています。

長浜市は県内でもトップクラスで外国人が

多い地域ですが、そういう地域が持つ課題

を国に伝えようと、外国人集住都市会議と

いう全国的な組織があることを教えていた

だきました。そこへの参加を市役所に持っ

て帰って担当のセクションに伝えていたの

ですが、昨年、正式に参加するということ

がようやく決まりました。これは僕が大学

から持って帰った中で一番よかったことで

はないかと思っています。逆に互恵的連携

ということでは、大学から一方的な情報ば

かりいただくばかりで、行政の方から、大

学に対して何かできているのかなと時々、

考えています。

赤澤 コースを受講される前に準備され

たこととか、入る前に「やっていたらよか

ったな」ということとかありましたか。

一居 多分、僕は１期生なので先生方も

手さぐりの状況があったかもわかりません。

現在は、事前に学習する機会を持たれてい

る場合もあるかもしれませんが、僕自身、

もう少し自分の研究する課題にすぐに入っ

ていけるような準備ができていたらよかっ

たなと思います。

赤澤 プログラムに対して、どんなふう

に感じられましたか？

一居 １年間52週ですが、多分、こちら

に来ているのは30週くらいかと思います。

僕の場合は長浜からですので約２時間かか

ります。土曜日は朝一番に富野先生と河村

先生の授業、水曜日は白石先生の授業で長

浜に着くのが23時頃でした。思い返すと充

実していましたし、土曜日はお休みですが、

水曜は午後から市役所を休み、図書館にこ

もってパソコンを持ち込み論文と闘ってい

た思い出があります。

赤澤 職場にいると、なかなか時間がと

れないですよね。続いて前田さんに、こん

なことを期待していたということについて。

前田 文字通りですが、受講することで

自分の仕事に、劇的にきっと効果があるか

なと思っていたのですが、自分の努力も関

係するし、自分の時間のマネジメントも関

係するのですが、成果と結果は思ったほど

なかったと反省しています。

赤澤 それは、どういうことでしょう？

前田 具体的に仕事が順調に回るとか、

学んだことで、「なんてこんなに使える情報

を得たんだろう」ということは、なかなか
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なかったかなと。ただ自分の時間の管理で

言うと、入学前に「今年はこれくらいの忙

しさになるかな」と思っていたことを超え

てしまったんですよ。いろんな状況の中で。

それで優先順位から本気度にかかわっては

落としてしまったかなということがありま

すね。ちょっと反省点です。

赤澤 なかなか自分で自分の仕事の量、

内容をコントロールできない立場だと、思

ったより仕事が忙しくなったりすると大変

ですね。

前田 論文がちゃんとできていないにし

ても、仕上げていく段階で、メールで指導

をいただいて、久しぶりに感度が上がる、

知らないことに対して教えてもらっている

なという、そういうのはあったのですが、

自分の仕事の忙しさまでは相談できなかっ

たですね。逆にこれからだなと思っていま

す。受けた後、これからどう生かせるかと

いうことで、あえて「成果」と書いたのは

「結果」ではないので。ホントにこれから結

果に結びつけるように筋道を立てたいと思

います。

赤澤 プログラムについて、さらにこう

いう点を充実させたいということがありま

したら、土山先生からお願いできますか。

土山 学生さんに一番してほしいのは、

まず貪欲になってもらうことですね。むし

ろ大学が用意しているフィールドから奪い

取って帰ってもらいたい。もう一度大学院

で日常と違うところにあることを楽しんで

いただく。学生生活を楽しむとか学ぶこと

そのものとか、基本的に貪欲なかたが多い

ですし、それはとてもいいことだと思いま

すし。大学を使ってやろう、使えそうな教

員がいたら自分の仕事の方でも使ってやれ、

みたいな、それくらいの貪欲さがあってい

いと思います。卒業されてからも同じで、

１年で「おつかれ様でした」ではなく、今

後につないでいってほしい。その意味でも

貪欲になってもらいたいなと思います。

大学の側からすれば、まだまだ道半ばで

あります。一居さんの時と今は変わってき

ていますし、この後も変わっていきます。

今日、お話を聞いていても変えていかない

といけないところがあります。ただ大学の

中で形にする時間と余裕が十分にないとこ

ろもあります。外部に「龍谷大学はこうい

うことをやっているんだ」とマメにアウト

プットしていく発信力とか、卒業後もOB、

OGのつながりを支える仕組みとか、どうい

うカリキュラムにしたらいいかとか。カリ

キュラムは少しずつ変えていっていますが、

変えていくことが、まだまだ大学にも求め

られています。

大学もサブセクターです。外部との連携

については、イメージされているほど、経

験的にやってきたわけではない。林田さん

のご指摘の通りですが、このコース自体が、

大学が変われるかどうかという課題があっ

て、いろんな組織がそうであるように、大

学も変わっていかなきゃ、というふうに一

生懸命、もがいているところがあって。

他方、「地域公共人材」というのは私ども

がつくった名称ではありますが、今日のシ

ンポジウムのタイトルになるくらいに受け

入れられてきている。院生が考えてくださ

ったテーマであって、「こういうテーマにし

たら」と私どもが申し上げていなかったの

ですが、おそらくネーミングとしては、い

いものなんだなと。それをアウトプットに

つなげていく部分の手当てが、まだまだ大

学としてはできていない。発信力という意

味ではもっといろんな人が来られるように、
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１年修了可能な社会人推薦だけでなく、学

部卒の院生さんも一般の社会人入学生も、

鋭意、熱烈募集中です。まだまだもうちょ

っとかなと思っています。

赤澤 今の質問につながるのが、次の質

問ですが、「大学に入る前まではあまり期待

していなかったが、入ってみたらおもしろ

かったこと」とか、あるいは、「その当時は

何も思わなかったが、今思えばよかったな、

仕事をとおして、あらためて良かったな」

というもの。たとえばコースには入ってな

いけれども、裏プログラムというか、実は

こんなことが面白いとか…そういったもの

について聞いていきたいのですが。

土山 「こういうコースができるんだよ」

「あ、そうですか」「よろしく」と言われて、

かかわらせてもらったのが最初の経緯だっ

たんですが、一番大きいなと思うのはつな

がりですね。それから次に手がかりです。

つながりは今あるものがつながっていくこ

とで、いろんな形のコミュニケーションが

できました。人のコミュニケーションだけ

ではなく、それがプロジェクトに変わって

いったり、イベントになったり、イベント

にならないんだけど、一緒に「こういうこ

とをしたいよね」という議論になったり、

そういうつながりがたくさん生まれてきた。

そのことは「あ、なるほどな。大学自体が

新しい取り組みで変わっていくというのは

こういうことなんだな」と個人的にも感じ

させてくれるような変革でした。同時に手

がかり。それを広げてくと、そのつながり

を深めていったり、つながりをネットワー

クにしていくと、多分、「次はこういうこと

ができるんだろうな」という手がかりも一

杯ありました。ただ手がかりを形にするこ

とが難しく、まだ十分にできていないとこ

ろは、事実としてあるんですが。「あ、こう

いう人たちと一緒にやったら、こんなこと

ができるんじゃないか。こういう人たちと、

こういうグループがつながって、こういう

ことができるんじゃないか」というのが手

がかりになって、そのことが自分の研究に

も、個人的な学びとしても、刺激的なコー

スになってくれたと思います。私もそれで

学ばせてもらっているということですね。

赤澤 １つでも２つでも結構ですので、

こんなことからこんな手がかりが見つかっ

たというようなお話を聞かせてください。

土山 NPOで活動されているところに他

の院生が個人的にお手伝いに入ったりとか、

まだ形になっていないのですが、教員にも

ある団体と、そこの政策提案につなげるよ

うなプロジェクト動かそうという企画があ

りまして、個人的なところから、もっと組

織的なプロジェクトへのつながりまで、い

ろんなことが出てきていますね。

赤澤 組織的なプロジェクトのつながり

とはどのようなものがありますか。

土山 大学側では、NPO・地方行政研究

コースと「龍谷大学地域人材・公共政策開発

システムオープンリサーチセンター」（LORC）

が核になっていますね。長い名前ですが、

ここもやはり、いろんなセクターの、いろ

んな面白い人をミックスして議論しながら

進めていこうよという基本スタンスを持っ

ています。いろんな人がと言っても、意思

がある人、コミュニケーション能力がある

人、意思があって熱意があって、気合があ

って、本気があって「これをやったら面白

いよね」という人たち、その組織が集まっ

てやれるところですね。

赤澤 プログラムを運営している人たち

にもいろいろなつながりがあったというこ
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とですが、実際、そのあたりを受講してき

た人たち自身の方からうかがいたいと思い

ます。先に一居さんにお願いできますか？

一居 僕自身、考えていかないといけな

いと思っていますが、「これからの役所の仕

事を考えること」と書かせていただきまし

た。５年前、滋賀県は50市町村、７つの市

と43町がありました。合併後には、26市町

になりました。13市と13町。北の方にまだ

６つ町が残っていますが、そこと合併しよ

うと現在、１市６町の合併を進めるという

仕事をさせていただいています。合併を推

進するポジションにはいるのですが、考え

ると時間をかけながら地域それぞれをだん

だんと淘汰しているのではないかという気

もしています。皆さんはどのようにお考え

かわかりませんが、財政シミュレーション

をしてみますと地方自治体はどこも借金が

多いですから、かなりシビアにならざるを

えない状況下で、市役所や町役場の仕事は

今までと同じようにいかないだろうと思っ

ています。そういう中でアウトソーシング

のような形で地域へ仕事を投げてしまうこ

とを考えておられる自治体もあるようです

が、それは難しいのではないかと、実際の

現場を見ると感じるところです。これから

公務に携わる人間としてはどれだけ地域の

ことを思って仕事ができるか、地域のこと

を好きになれるかが大切ではないかと思っ

ています。

赤澤 今でも一居さんの仕事場では「大

学院で勉強してこい」というような仕組み

があって、行かせていただけるのですか。

一居 ５年前に僕が行かせていただいた

後、滋賀大学、中には早稲田大学大学院ま

で通う職員も出てきまして、総務課で休暇

が一時的にとれるような仕組みをつくって

いただきました。

赤澤 一居さんがもどってきて、何か組

織内部の研修だけでなく、外部のリソース

も使ってみようという空気というのが伝わ

ったのでしょうか。

一居 職員研修については職員の意識や、

職員研修に対する上の方の思いが、結果を

左右すると思います。僕らもOBとして頑張

って活躍しないといけないと思っています。

赤澤 一居さんは自身の中で変化があっ

たのかと思いますが、周りの人は一居さん

の姿をどのようにとらえていたのでしょう

か？

一居 当時は熱い議論を闘わせた後、次

の日に出勤して同じトーンで、職場で話を

していたような気がします。ちょっとうる

さがられたかもしれません。今はそんなこ

とはないですけど。後輩には自分で積極的

に学習することを勧めるようにしています。

赤澤 一居さん以降も何人か長浜の方か

らこちらにこられていますか？

一居 残念ながら、ここ数年で合併とか

ありましたので、かなり忙しい状況が続い

ていることもあっていません。

赤澤 そういう意味では１年間人を出す

のは難しいということで、行った人がどの

ような成果をだすのかということがとても

大事ですね。前田さんはこの３月まで学生

ということで、一年間を振り返ってみて、

大事だったと思うことなどを話していただ

けませんか。

前田 論文を書いた後なので、土山先生

の意見にかぶっていますが、適当なつなが

りというか、語弊があるかもしれませんが、

いい距離でのつながりという意味と、しが

らみが大事だと思います。僕も仕事をして

いて痛感するのは、がっちりした人間関係
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もすごく大事で、武器にもなるし、本来、

人間か望んでいるものだと思いますが、い

ろんなところで必要とされるものは、ちょ

っと知っているとか、若干、一緒に何かし

たことがあるとか、そういうことが多くて、

大学にもずっと来られるわけではないので、

週に何度か会ったりするメンバーを、僕は

今、適当なつながりとしてとらえていて、

これが逆に仕事とか、今後、もし研究とか

の機会ですることがあっても、そういう関

係が生きてくるなと体感しています。周り

でも職業をもっている方は適当なつながり

を持っている方が評価される時代なのかな

と痛感していて、それを学校に来て、こう

いう場所に立って聞かれて、改めて言葉に

すると、ああそうだなと、またどこかの企

画書で使おうかなと思います。

赤澤 このコースはNPOの方や、公務員

の方など、さまざまな職種の方で成り立っ

ているのが特徴と思いますが、受講生の中

で普段、接点のない人たちと接することに

よって、どのようなことが生まれていたの

か、どのようなことを感じていたのかにつ

いて聞かせていただけますか。

前田 司会の西川さんとか、行政のこと

をよく話してくれたりすることがあって、

僕が「こう思います」と言うこともあって、

僕自身もなんかうれしいし、いつか役に立

てばいいかなと思ってしゃべっています。

何でもないことなど、先ほど赤澤さんから

ツッコミで「忙しいことを相談しました

か？」というようなことがでましたが、学

校の場だと気楽に相談できたりするんじゃ

ないかと思いますので、そういうことが何

回かあったかなと思います。その後の成果

は聞けてないかもしれませんが、その時に

「どう思いますか？」と聞かれて自分なりに

答えることで、自分もトレーニングになる

し、それが役に立てばうれしいし、今後、

「こういうことで前田さんに聞いてみよう」

ということもあったら、それはそれでうれ

しいなと思います。僕もそうしたいと思っ

ています。

一居 ここに通わせていただく前は大学

の先生方は、行政で言うと計画を作成する

時に参考意見を述べていただく学識経験者

として委員会にお入りいただき意見をいた

だく方だなという認識だったのですが、実

際、近くでお会いすると、このコースの先

生方は自らのフィールドをお持ちで、いろ

んな研究をされている実績をお持ちの方ば

かりですので、そういう部分では刺激を受

けました。尊敬できる方が一杯できたと思

っています。

NPOの方々もそれぞれフィールドで活躍

されている方ばかりでしたので、行政の職

員としてはいろんな現場に携わっています

が、市民からの目線ということでは、より

NPOで活躍されている方の方が近いですか

ら、そういう部分ではナマの声をお聞かせ

いただいたなと思います。

赤澤 一居さん自身、このコースを始め

る前と始めた後で、NPO観など、何か変化

したものがありますか。

一居 すばらしい方がおられるだろうな

と思っていましたが、実際その通りでした

し、今もおつきあいさせていただいていま

す。いつも刺激をいただいております。

赤澤 逆に前田さんは公務員の方々とデ

ィスカッション等をとおして接することで

イメージがどのように変わりましたか。

前田 いい人ばかりだと思いますね、い

い人というのが、行政にとって、いいかど

うかは別だと思うんですよ。そういう人た
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ちが将来、要職について変えていただけれ

ばいいのではないかと個人的には思ってい

ます。

赤澤 今、目線の違う二人から聞かせて

いただきましたが、実は教員自身も混じっ

てやっていたわけですが、土山先生はそう

いったあたりをどのようにお考えですか。

土山 セクターの壁を乗り越えることの

必要性は語らってまいりましたが、大学で

はその前に学部や学内組織の壁を乗り越え

ることが、どんなに大変かということは語

っても語りつくせないものがあったり、な

かったりするんですけど（笑）。しかしそれ

自身も、やる価値のあることだなと思って

います。このコースにかかわってくださっ

ている先生方は、そういうお気持ちがある

からかかわってくださっているわけで、そ

の意味で変わっていくために一緒に頑張る

必要と楽しさみたいなところがありますね。

赤澤 このプログラムの母体にはそれぞ

れ経済学部、法学部とありますが、学部そ

のものに対して何かインパクトを与えよう

という意図はありますか。あるいは、興味

のある人たちだけでやっていこうというも

のでしょうか。

土山 そうですね。一緒にやっていると

「こうやったら、こういうこともやれるよね」

とアグレッシブな方でのエンジンはかかり

ますよね。学部だけではなくて、大学その

ものにインパクトを与えたいということは

あります。大学院教育のあり方とか。そこ

にどんな価値を持たせるのかということと

か。コストペイということで言うと大学院

は基本的にはペイしないんですね。なぜそ

こに取り組むのか。価値があるということ

自体大事ですが、物事が変わるのは、それ

が、必要があるか、そこに喜びがあるかど

ちらか。できれは両方があるといいですよ

ね。かかわっていることに喜びもあり、か

かわっていることによっていろんなものを

変えていくことが必要だと信じています。

その意味ではここにかかわっている教員に

とってもコースをやっていくことはある意

味ミッションです。いい話ばかりみたいで

すが、いろんな課題は一杯あります。

今日の話の中で、つながりとか話題に出

てきていますが、私たちが考えていた教育、

ここでやろうとした大学院教育は何を得ら

れる部分なのかというのは、まだまだ課題

があると思っています。大学院は教育をす

るところなのか、研究をするところなのか

という議論も大学自身、持っているところ

ですが、言葉の議論に入ると長くなるので

「学び」という言葉で言ってしまいます。ど

ういうカリキュラムで何を学べるか。総合

力とかコミュニケーション力とか、同時に

政策提言能力、それももちろん必要だと。

どういう能力をどうやってつけることがで

きるか。それはどこでやるのか。大学院で

やることか、学部でやることか、そうでは

ないとこでやるのか。大学院でできるのが、

どの部分かについては、まだ手探りの部分

が多いなと思っています。ただこの間、や

ってきて基本的な方向性は間違っていなか

った。その方向性をより具体的なものにし

ていくために、見えてきた手がかりやつな

がりを、どういうふうに形にしていくのか。

その模索をしながら、それが、うちの教育

や研究の場の提供や、あるいは社会人にと

っては研修になると言えるのかなと思って

いますが、そのキーワードが「地域公共人

材」なのかなと。我田引水ですね。

赤澤 こういう人が集まっている場その

ものに意味があるのかなと思いますが、受
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講生がいろいろな年代の人たちがあつまっ

ているゼミそのものの意味などはどうでし

ょうか。

前田 先程、公務員のイメージをいい人

だと言ったんですけど、優秀な人と言い換

えておきます。仕事をやりきる能力がある

人が多いなという感じがしました。そこだ

け訂正しておきます。社会人になると異業

種交流会が多くて、僕が異業種の方の考え

方を知りたいと思ったら、そういうところ

へ行けばいいんですが、その場はビジネス

トークというか、結果を出したいという人

もいる、PRに来られる方もいる、意外にホ

ンネは聞けないなというのが経験としてあ

る。ゼミとか、この場もそうですが、僕も

そうだし、行政の方にも、そうお願いした

いと思うのは、意外にホンネが聞けたなと

思います。率直に行政のことも言える場で

あってほしいなと思いますね。

赤澤 一居さんにとってはどんな場でし

たか。

一居 行政の職員は、本気で体裁に関係

なく意見が言えていたかなという部分は、

振り返ってみると、どうだったかなと思い

ますね。そのへんはバランスなのか、遠慮

なのか。学部生と話をすることができて新

しい視線も感じることかできたのはよかっ

たと思います。

赤澤 会場の皆さんからも意見を聞きた

いと思います。

室 研修という言葉は自ら研ぎ澄ますと

いう積極的、主体的なものですから、研修

というものがいやいやしていることのない

ように気をつけていただきたい。

赤澤 そのあたり、一居さんなどは研修

のとらえかたはどうですか。

一居 これから行政の厳しい状況の中で、

職員自身も地域でいろんな活動を一緒にし

ていく中で、自ら進んで勉強していかない

と、とてもついていけないという状況が出

てくると思います。自ら進んで勉強する、

学ぶという姿勢は、誰かに言われることで

はなく、内発的に働くようなことが必然的

に生まれてくるのではないかと思います。

塩川 法学部３回生の塩川です。白石先

生の下で勉強させていただいています。今

日は社会人の方々の話だったのですが、社

会人の立場から、学部生と交流してどのよ

うなことを期待されるのか、また土山先生

の方からは学部生にどのようなことを期待

されるのかお聞きしたいです。

赤澤 ちなみにその後はどのように進み

たいのか希望があればお聞かせください。

塩川 地元が神戸ですので、神戸に貢献

するよう公務員になりたいです。

前田 学部生とこの１年でおつきあいが

あったかについては、ラジオカフェで多く

学生とは会っていますが、ここではたまた

ま中国の留学生の方が多くて、ここでの交

流も刺激というか、これからの何かに使え

ると思っています。中国の方の考え方とか

勉強とか、勉強という言葉も中国語では

嫌々するものと聞いたりとか、違う人と会

った時は面白いなと思いました。今、学部

生には「自分たちと全然違うふうにやって

ほしいな」と思います。気にしなくて自分

のやりたいことをやられたらいいなと思い

ます。接してないので今の学部生について

は答えきれないんですが、同級生で大学の

職員をしている人に聞くと「以前に比べる

と年々幼くなってきているような気がする」

と。理由はわからないですが、それはどう

なのかなと、個人的には興味は持っていま

す。
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赤澤 一居さんの方はどうでしょうか。

一居 僕は学生のアイディアはすごく面

白いなと思うこともあるので、決してアイ

ディアを収斂させてしまうのではなく、広

げて社会人の学生、行政の職員、NPOの職

員に提案されるといいのではないかと思い

ます。頑張ってください。

土山 学部生の方に何よりも望むことは、

もっとたくさんの方が、このコースに来て

くれることですかね（笑）。半分冗談なんで

すが、実際母数として学部卒の院生に入っ

てほしい。そのためには私たちも発信力を

つけていかないといけないなと思います。

それから入ってきた時に若い学生に望む

のは「もっと考えていることをしゃべって

ほしい」とNPOの院生とか行政の院生もそ

ういう感想を持つことが多いようです。自

分たちはしゃべって刺激を受けたが、もっ

とどんどん学部卒の院生の方たちにガツガ

ツしゃべってほしい、と。どこかで遠慮し

ちゃうんですね。フィールドを持っている

人たちに「自分は何も知らないんじゃない

か」という怖さがどこかにあって聞き役に

回る。でも、「それはこうじゃないんじゃな

いですか？」と、フィールドがないから言

えることもある。知らないということは恥

ずかしいことではなく、恥ずかしくてもガ

ツガツ話に加わる、そういう態度で自分の

中に問題意識を持って、相手の話を聞いて

問題を見つけて、そこに自分なりの言葉で

踏み込んでいく。頭の中でモヤモヤ浮かん

でいるものを言葉に変換するのは決して簡

単なことではない。その訓練のためにはそ

ういう自由な議論ができる場が重要なんで

す。そこを貪欲に生かしてほしいと思いま

す。特に大学院での授業で、こんなふうに

知的なコミュニティができるのは、実はあ

たりまえではないんです。必修の科目があ

って、そこに参加してくれる人が、そこで

は物足りなくて２階でしゃべったり、のみ

ながら語ったり、シンポを開催したり、合

宿したりしてできていくコミュニティなん

です。それができている大学院は少ない。

そのことを生かして大学を使ってガツガツ

しゃべってほしいなと若い学生さんには思

っています。

赤澤 一居さんお願いします。

一居 こういう形で自主シンポジウムと

いうことで今年、卒業される方が自主的に

運営されているということは５年前にはと

ても考えつかなかった。そんな余裕はとて

もなかったと思います。本当にすごいなと

思います。今日も同窓会の名簿をつくると

いう話もありましたが、ネットワークを大

切にしていきたいと思います。

赤澤 つづいては土山先生お願いします。

土山 学部生で入って自治体に就職した

OBの人が来ているので、最後につかまえて

話を聞いてもらってください。現役の学部

から入った大学院の方にも。院生さんには

貪欲に学んでほしい、それをつないでいっ

てほしい、人的なつながりだけではなく、

職場でつないでもらう、実際に大学がやっ

ていたことを縁にして職場で勉強会をされ

た人もいるし、今年インターンシップで入

った学生さんが、インターンシップの学生

を囲んで勉強会をしていただいた団体もあ

ります。横のつながり、学内を契機として、

他業種、他地域とのつながり、職場にもつ

ながる。そういう縦と横のつながりをつく

っていってもらいたいなと思います。その

ために私たちができることは何か。そこか

ら手がかりをどうやって形にしていくか。

カリキュラムをどう改革していくか、それ
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らが変わっていても大学が何をやっている

か、わからないといけない。大学自体も自

分たちの中だけの評価では変わらない。外

からの評価にどうつなげていくかというこ

とは大きな課題として残っています。あと

はそれをやれるだけの時間ですね。我々が

時間をどう確保できるか。家庭を持ってお

られる先生方はどうやって家庭の平和を守

っておられるのかわからないくらい、この

コースにエネルギーをかけておられるので。

大学の限られたリソースを活用していくこ

とになる仕組みづくりが、大学の今後の課

題だと思いますね。

赤澤 では最後に前田さんからひとこと

お願いします

前田 そうですね、優秀な学生でもない

のですが、現実的なことを言うと土日にも

っと授業が多いとうれしかったかなという

ところですかね。プラス超個人的に子ども

が小学校に入学する年にあたってしまって

子育て負担が僕にかかってきていまして、

育児施設があったらと思います。我が儘を

いう方が進歩するという前提に沿って言う

と、そういうことですかね。

赤澤 わずかな時間なので、あまり深め

ることはできませんでしたが、このコース

出身ではない私が、外から見ておもしろい

と思うのは、その空間そのものが大事なの

だろうなということです。今回、司会させ

てただくにあたり、事前に通信などをいた

だき、読ませていただきました。コースの

話で河村先生が知識と技術と姿勢が大事だ

とおっしゃっていましたが、知識や技術は

本を読んだりして得ることができますが、

態度や姿勢というのは、いろいろな先生方

や優秀な学生の方々、そういう人たちが集

まって刺激をうけて、そういう中で育まれ

るのかなと思っています。質問でもいただ

いたように、既存の教育や研修に対して、

実際にあらたな価値を発信していただけた

らおもしろいなと思っています。今日はど

うも有難うございました。つづいて、総括

の意味で白石先生の方からお願いします。

白石 皆さん、どうもありがとうござい

ました。とても楽しい意義のある企画にな

りました。私は法学研究科でこの授業を担

当していますが、このコースを立ち上げる

ことをやってきたうちの一人ですので、こ

の５年間の経緯を一座の顔を見ながら、ず

いぶん変わってきたなと思います。教員の

側、大学の側が「地域公共人材」という言

葉にありますように、どういう人たちを大

学、大学院から送り出すか。地域の中で、

大学がどういう役割を果たしたらいいかに

ついて、企画を最初に立ち上げた時、そう

いう発想法自身、馴染みがなかった。大学

は地域の中で水に浮かぶ孤島のような存在

だった。だけど孤島にはリッチな資源があ

るから小舟で寄せてくる難民がいたら何か

してやろうかというくらいの、高ぶったよ

うな、上から見るような感じで大学は地域

の中にいて、地域とかかわりを持つことに

ついては、ほとんど意識していなかった。

それが７、８年の間にずんぶん変わってき

たということだと思います。

文部科学省も大学、大学院と地域との連

携、地域の課題に対する新しいアプローチ

とかに助成金を出すという方向に、この数

年、大きく舵を切りました。端的な現れは

学生の進路ですね。以前、大学院に来るの

は研究者を目指すということでしたが、明

確に地域の中で役に立つ存在になりたい、

職業的にもNPOの職員や自治体職員にな

る。学部卒の学生とは違う志や気持ちの持
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ち方、知恵の持ち方で、そういう職につき

たいという人たちが増えてきた。以前の大

学院では考えられなかったことです。

地域公共人材という概念もそうですが、

大学院のあり方も、いい方向に今変わりつ

つあるというか、100％いい方向かどうかわ

かりませんが、何か動きを感じる、いい意

味でのダイナミズムを感じさせる状況にな

ってきています。その中で今日、ここで皆

さんがこのシンポジウムを企画・運営され

た。大学の教員も「第一線の現場でやって

いるぞ」という感じを最近持てるようにな

りました。今までは大学の教員は一人の社

会活動をする人としては第一線に立ってい

るかもしれないけど、大学の中にいると違

うことをやっているような気がしていたん

ですが、ここ数年、やっと大学の中にいて

社会の一線に立つことをやっているという

感じを持てるようになりました。

今日のような企画も私たち大学側にとっ

ては大事だなと思っています。当事者が発

信することが一番重要なんだと。学生が声

を上げたり、大学院で学ばれた人たちが声

を出していく形で、大学としての発信力や

イメージを高めていったり、課題を突きつ

けられたりすることが、一番重要だと思い

ます。教育というものが、勉強を強いてい

るような形でやる中では、そういう声は出

てこなかったと思います。社会も変わりま

す。NPOも自治体も新しいタイプの職員が

必要だという時に、当事者としてそれにフ

ィードバックする声を上げてもらわないと、

権力者たちが勝手にカリキュラムをつくり

ますからね。そういう状態を今、我々は危

惧しながら、しかしこういう試みをやれる

現場に、今、いられると思っています。ぜ

ひ皆さん方には、フィードバック型の大学

院生としてあってほしいと、これからも願

います。皆さん方の試みに対して、我々も、

そういう点で敬意を表したいと思います。

今日、キーノートスピーカーとして３人

の方にご発言いただきました。なるほどな、

と感銘を受けたのは、人の話にきちんと耳

を傾けるということ、それぞれのセクター

や経験によって言葉というのが違う意味を

持っている。そういうことをきちんと理解

する知識と力という基本的な部分と、やる

気、勇気、自分の心の持ち方の両方がない

と、きちんとした人間としての力がない、

地域公共人材にはなれないどころか、まと

もな人材にもなれないということが、よく

伝わってきました。ついつい高尚な言葉で

踊らせたがるのが大学の教員の習い性です

が、地道な人材能力についても注意してカ

リキュラムをやっていきなさいよと、教え

ていただくことができて勉強になりました。

３人のスピーカーの方に心よりお礼を申し

上げたいと思います。以上で私のまとめに

代えさせていただきたいと思います。本日

はどうもありがとうございました。

［2008年３月８日講演］
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